◆最優秀賞◆
みんなが幸福な社会を
五泉市立五泉北中学校　１年　

髙橋　心太郎　

みなさんは体の不自由な人を見たとき、どう感じますか。「あの人、変だ。」とか、「かわいそう」と思って、少しバカにしたり、あるいは同情したりしませんか。でも、ぼくは、体の不自由な人を特別だとは思いません。なぜなら、ぼくは体の不自由な人の身近で育ったからです。
ぼくの父方の祖父母は、耳が聞こえません。どちらもまだ赤ちゃんの時に、頭部を打ったり、水が耳に入るといった不幸な事故により耳が聞こえなくなりました。二人とも、普段は手話や身振り手振りで会話をしています。ぼくの両親は仕事を持っているので、祖父母から面倒をみてもらいながら育ちました。ぼくは、しゃべるより先に手話を覚えたそうです。一、二歳くらいの時には、すでに大半の手話がわかりました。

小さいときは両親とより、祖父母と外出することが多くありました。そんな時、たとえば食事をするためレストランなどに入った時に、祖父母の分もぼくが注文をしに行きました。耳が聞こえないと、実は話すことも難しいのです。ごく幼い子どもが大人の店員さんに向かってメニューの注文をする。これはなかなか度胸のいることでした。しかし、注文しなければ食事は出てきません。筆談という方法もありますが、それよりもやはり言葉で伝える方が早いし簡単です。また、耳が聞こえない人と会話する手段として、「手話」というものも使いますが、普通の人で「手話」がわかる人はそう多くはいません。ぼくが、小さいときから当たり前に使っていた「手話」。それは、決して「当たり前」ではなかったのです。
ぼくは、祖父母が耳が聞こえないことから、手話のサークルに行ったことがあります。そこで耳の不自由な方たちにたくさん会いました。ぼくの祖父母もそうですが、みなさんそれぞれ生きがいをもって、明るく前向きに生活していらっしゃいました。しかし、やはり「自分を主張すること」はなかなか難しいものがあるんだな、健常者の人とコミュニケーションを取るのに、かなり苦労することがあるんだ、ということを感じました。いくら「筆談」や「手話」といった方法があるといっても、やはりそこには、伝達の早さや使える人の人数など、なんらかの障害があるのです。ですから、どうしても自分が思っていること、言いたいことをその場で主張できず、あきらめてしまうこともあるのです。何も言わないから、表現しないからといって、何も感じていないわけではないのです。考えていることはみなさんと同じなのです。
このあいだ、相模原市で元職員の男が、障害者施設に乱入し、入所者の方を四十人以上も殺傷するという痛ましい事件が起きました。この男は、「障害者を排除することで、不幸は最大限まで抑えることが出来る」などと言っているそうですが、そんなことは絶対にありません。ぼくは、障害を持った祖父母に育てられましたが、それを苦に思ったことはありません。また、体の不自由な人を、不自由だから仕方がないとも思いません。障害のある人もない人も、一人一人が大切な存在なのです。健常者の人も、障害を持った人も、同じように幸福に暮らせる社会を築いていかなければいけないと思います。そのために、障害を持った人を特別視しないで、お互い認め合うことが必要だと思います。
ぼくの将来の夢は、エンジニアになることです。エンジニアになって、体の不自由な人をサポートするような機械を作りたい。たとえば、「手話」を音声言語に翻訳するような機械を。それが、みんなが幸福に暮らせる社会にするために、ぼくができることだと思うから…。

